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研究目的

主な研究テーマ

本研究室では，情報技術ならびに制御技術を駆使した先端的医療システム

に関する研究を行なっている．特に，バーチャルリアリティ（ＶＲ）を用い

1.ＶＲ技術を用いた足こぎ車椅子による高次脳機能障害検査・リハ
ビリテーションシステム

バーチャルリアリティ技術を応用した足漕
ぎ車椅子によるリハビリ・訓練システム

片麻痺や高次脳機能障害を患った

患者に対して，より有効なリハビリ

と評価を行えるようなシステムの構

築を目指している．足漕ぎ車椅子と

ＶＲ技術を組み合わせることによっ

て，実車走行に向けた下肢機能検査

やリハビリテーションを，省スペー

スで安全に行うためのシステムを開

発している．

足漕ぎ車椅子
映像提示装置

エンコーダ

ＶＲ空間用ＰＣ

マイコン

たサイバー・リハビリテーション・

システムの開発や，圧センサやカメ

ラなどを用いた非接触健康モニタリ

ング手法の開発を行っている．

さらに，３Ｄ映像などの映像コン

テンツが生体に与える影響の評価や，

時系列解析・画像解析技術を用いた

次世代型高精度放射線治療システム

などの開発も行っている．
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4. 画像認識や時系列解析技術に基づく知的医用システム

医師や医療従事者を支援する新しい医用シス

テムを開発するために，人体の情報を正確に把

握する新しい解析手法や，得られた情報を的確

に診断する手法を研究している．

例えば，放射線治療において治療対象となる

腫瘍は，呼吸の影響などによって複雑に変動す

るが，呼吸変動モデルや画像計測を用いて，こ

れを正確に位置決めする手法を研究することで，

治療効果を高めるとともに正常組織への副作用

の少ない治療装置の開発を行っている．

3. 映像ディジタルコンテンツの生体影響評価

日本の重要産業であるデジタルコンテン

ツの健全な創造および流通の促進を目指し

て，本研究では，デジタルコンテンツの生

体安全性評価を客観的・定量的に行うため

の方法と評価システムの開発を行っている．

特に，３Ｄ酔いなどの映像が生体に及ぼす

影響の原因の究明および定量的評価法に関

する研究を推進している．

デジタルコンテンツ

光過敏性発作

映像酔い

人工的立体視による眼精疲労

過激な内容に
よる心理的･
精神的影響

映像デジタルコンテンツの
潜在的生体影響

肺のX線CT画像に対する癌
（結節像）の自動認識システム

画像誘導型放射線治療装置

また，画像診断をコンピュータで支援するた

めに，癌などを自動的に検出する画像認識手法

などを研究している．

2. 健康モニタリングのための心拍数計測システム

生体信号を計測し解析することで，自律神経系

の活動を定量化するとともに，それを簡便にとら

えることが可能な技術の確立を目指している．具

体的には，椅子に配置した圧センサやカメラなど

を用いた心拍数や自律神経系指標を推定法する手

法の開発を行っている．

＜接触型＞

圧力変化を計測

＜非接触型＞

顔の輝度を計測


